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環境の保全地域なのに 
 

産業廃棄物・汚染土壌・残土処分・一般廃棄物ごみ処理 

6 月議会 

 一般質問 

市
街
化
調
整
区
域
の 

土
地
利
用
計
画
は
再
検
討
を 

 

大
津
市
北
部
は
「
貴
重
な
里
地
里
山
環
境
が
残
さ

れ
て
お
り
・
・
・
・
自
然
空
間
と
し
て
保
存
す
る
地

域
」
と
市
の
都
市
計
画
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
産
業
廃
棄
物
や
残
土
処
分
場
な
ど
が
集

積
し
、
住
民
か
ら
は
、
環
境
破
壊
や
び
わ
湖
の
汚
染

な
ど
が
懸
念
・
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

岸
本
市
議
は
「
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
の

適
否
を
協
議
す
る
執
行
機
関
の
あ
り
方
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
」
質
問
。 

市
は
「
概
ね
、
計
画
通
り
の
利
用
で
あ
る
。
各
事

業
の
条
例
や
法
律
で
規
制
し
て
い
る
」
と
言
う
答
弁

に
終
始
し
、
ど
の
よ
う
に
里
地
・
里
山
の
保
全
を
行

っ
て
い
く
の
か
、
明
確
な
答
弁
は 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

現
在
、
策
定
中
の 

「
土
地
利
用
基
本
条
例
」
の 

中
で
明
確
に
し
て
い
く
よ
う 

今
後
も
追
求
し
て
い
き
ま
す
。 

和
邇
イ
ン
タ
ー
「
道
の
駅
」
周
辺
の 

環
境
整
備
対
策
を 

 

Ｈ
２７
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
湖
西
道
路
和

邇
イ
ン
タ
ー
で
「
道
の
駅
」
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

し
か
し
、
周
辺
で
は
、
民
間
業
者
が
資
材
置
き
場

と
し
て
土
砂
の
搬
入
を
行
い
、
隣
接
す
る
市
有
地
に

も
違
法
な
残
土
が
処
分
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。 

岸
本
市
議
は
こ
れ
ら
の
対
策
・
改
善
を
指
摘
。 

 

市
は
「
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
な
休
憩
施
設
を
目

指
し
て
、
良
質
な
景
観
が
保
て
る
よ
う
、
関
係
部
局

と
連
携
を
図
り
、
隣
接
地
の
地
権
者
に
も
景
観
へ
の

配
慮
を
申
し
入
れ
て
い
く
」
と
答
弁
。 

 

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
び
わ
湖
や
比
良
山
系
な

ど
景
観
を
活
か
し
た
「
道
の
駅
」
と
な
る
よ
う
」 

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

土
砂
条
例
を
改
正 

 

除
外
さ
れ
る
事
業
の
規
制
は
？ 

「
土
砂
の
埋
立
て
を
規
制
す
る
条
例
」
が
７
月
か
ら

改
正
さ
れ
ま
す
。 

許
可
を
必
要
と
す
る
事
業
面
積
の
縮
小
、
事
業
期

間
の
制
限
、
保
証
金
の
納
付
義
務
づ
け
な
ど
評
価
す

る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
対
象

と
さ
れ
て
き
た
「
農
地
の
嵩
上
げ
」
や
「
宅
地
造
成
」

な
ど
が
、
規
制
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。 

岸
本
市
議
は
、
「
過
去
に
優
良
農
地
の
嵩
上
げ
を

理
由
に
違
法
な
残
土
処
分
が
行
わ
れ
た
事
や
大
阪
府

が
新
た
に
条
例
制
定
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
」
を
例

に
あ
げ
、
今
後
の
不
適
切
処
理
へ
の
対
応
を
質
問
。 

 

市
は
「
除
外
す
る
他
事
業
も
各
法
令
の
規
定
に
よ

り
対
応
が
可
能
」
ま
た
、
「
土
壌
安
全
基
準
に
適
合

し
な
い
搬
入
は
今
後
も
禁
止
す
る
」
と
答
弁
。 

 

新
た
に
違
法
な
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
市
の
対
応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

    住民との運動で公害調停成立へ 

民間業者が市条例で許可された面積を超える残土処分を行ってい

た問題で、住民が請求していた公害調停が成立しました。 

 協定内容は事業者に撤去を求めると同時に、市は景観に配慮した

上で、来年度中の完了を目指し、土砂の崩落防止などを行い、さら

に、工事の進捗状況を住民側と共有する場を設ける。また、水路へ

の影響を把握するために、水質、底質調査を行うことなどとしてい

ます。 

 この問題は岸本のり子市議が、業者への指導や取り消し処分など、

市の不十分な対応と条例の不備などをこれまでから議会で指摘して

きたもので、住民と日本共産党の運動は公害調停の成立と、7月 1

日からの土砂条例の強化にもつながりました。 

 今後も、調停内容が履行されているかなど、追及していきます。 
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                すべての子どもが豊かに発達できる教育を 
 

戦
後
の
教
育
委
員
会
制
度
は
、
戦
時
中
に
政

治
が
教
育
を
支
配
し
、
子
ど
も
達
を
戦
争
に
追

い
や
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
、
国
や
政
治
か
ら

独
立
さ
せ
、
合
議
制
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
永
年
の
政
権
が
徐
々
に
権
限
を
奪

い
、
役
割
も
形
骸
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

大
津
市
教
育
委
員
会
は
い
じ
め
問
題
で
充
分

な
役
割
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
学
校
現
場
へ
の
訪
問
活
動
や
会
議
を
増
や

す
な
ど
様
々
な
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
越
市
長
は
教
育
委
員
会
制
度
の

改
悪
を
狙
う
安
倍
政
権
に
呼
応
し
、
教
育
委
員

会
を
廃
止
し
、
教
育
の
専
門
家
で
も
な
い
市
長

自
ら
が
教
育
の
権
限
を
持
て
る
よ
う
に
と
政
府

に
求
め
て
い
ま
す
。 

予
算
権
限
な
ど
、
形
骸
化
さ
れ
て
き
た
本
来

の
役
割
が
発
揮
で
き
る
改
革
こ
そ
必
要
で
す
。 

 

６
月
議
会
で
は
、
Ｈ
２６
年
度
の
教
育
予
算

を
巡
り
、
越
市
長
が
国
際
教
育
導
入
に
向

け
、
過
剰
な
介
入
を
行
っ
た
こ
と
が
教
育
長

の
辞
任
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
、

全
会
派
か
ら
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 
 

自
校
方
式
の
中
学
校
給
食 

実
現
で
食
育
指
導
を 

 

今
年
度
予
算
に
「
昼
食
の
あ
り
方
検
討
」
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

岸
本
市
議
は
、
「
多
く
の
生
徒
が
家
庭
か
ら

の
お
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
が
、
市
が
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
保
護
者
は
栄
養
が
偏
っ

て
い
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
持
参
状
況
な
ど
を
調
査
す
べ
き
」
と
指
摘
。 

 

大
津
市
の
小
学
校
給
食
は
セ
ン
タ
ー
方
式
の

た
め
、
各
学
校
で
の
栄
養
教
諭
に
よ
る
専
門
的

な
指
導
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

外
食
産
業
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、
食
の
多
様
化

が
進
み
、
生
活
習
慣
病
な
ど 

も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

せ
め
て
、
中
学
校
で
は 

自
校
方
式
の
給
食
を
実
施
し
、 

他
都
市
の
よ
う
な
専
門
的
な 

食
育
指
導
を
行
う
べ
き
で
す
。 

   

学
力
テ
ス
ト
よ
り 

 
 

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
を 

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
は
「
高
度
に
競
争
主
義

的
な
学
校
環
境
が
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
精
神
的
障
害
、

不
登
校
・
登
校
拒
否
、
中
退
及
び
自
殺
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
、
再
三
に
わ
た
り
日
本
政
府
に
勧
告
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
う
し
た
指
摘
を
顧
み
ず
、
安
倍
政
権
は
教
育
再
生

を
掲
げ
、
４０
数
年
ぶ
り
に
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
を
復

活
さ
せ
、
越
市
長
も
「
い
じ
め
を
無
く
す
」
と
言
い
な

が
ら
「
学
校
毎
に
成
績
の
公
表
を
行
い
、
切
磋
琢
磨
す

べ
き
」
と
競
争
を
煽
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
６
月
末
に
発
表 

さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
調
査
で
は
、 

日
本
の
教
員
の
勤
務
時
間
は 

調
査
に
参
加
し
た
３４
カ
国
中 

最
長
で
、
教
育
予
算
は
３
年 

連
続
最
下
位
で
す
。 

 
 

子
ど
も
を
知
・
徳
・
体
の
全
面
で
成
長
さ
せ
た
い
。

も
っ
と
、
ゆ
っ
く
り
子
ど
も
と
関
わ
り
た
い
と
願
う
、

教
育
現
場
や
専
門
家
の
思
い
に
応
え
た
教
育
改
革
と
、

少
人
数
学
級
や
大
規
模
校
の
解
消
に
向
け
た
予
算
を
確

保
す
べ
き
で
す
。 

 

学
び
た
い
の
に
学
べ
な
い 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を 

 

子
ど
も
の
中
に
拡
が
る
「
貧
困
と
格
差
」
が
社
会
的

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
法
の
改
定
や
個
人
情
報
、
支
援
の
あ
り
方

な
ど
も
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
お
り
、
岸
本
市
議
は

こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
よ
う
職
員
の
雇
用
条
件
の
改
善

と
福
祉
専
門
の
職
員
配
置
を
求
め
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
貧
困
に
よ
っ
て
学
習
環
境
や
発
達
が
阻
害

さ
れ
、
学
校
を
休
む
子
ど
も
達
も
増
え
て
い
ま
す
。 

岸
本
市
議
は
行
政
の
積
極
的
な
関
わ
り
と
、
予
算
を

増
額
し
、
安
心
し
て
学
べ
る
場
の
提
供
な
ど
、
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
質
問
。 

 

市
は
「
現
状
を
分
析
し
、
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
」

と
答
弁
。 

 

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

「
学
習
権
」
や
「
発
達
権
」
に
基
づ
い
て
、
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
す
る
べ
き
で
す
。 


